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終鉄中における拡散現象の研究o'D一環 として,炭素飽和終決中にかけるV,

Cr,ihtLin,Co,Niの 拡散係数 をeapillaryJreservoir 法 で 15500

- 1550℃の温度範囲 で測定 し,次の結果 を得たo

1) 測 定温匿範観 で拡散係数の測定値に対 してアレニクスeJ式 D-Do

exp(-ED/RT)が成 ケたち ,最小二乗法で求めた指数前置部Doおよび

見掛けの活性化エネルギーEDは第1表のようになるoDo及びEDの値に元素による系統

的な傾向は認められないが,EDは16-21Kcal/moiで従来の他の研究者の鮭栗より大きい0

2) 毛細管試料中の溶質元素 および炭素の濃度分布 を測定 した結果 ,実測 の

換慶分布は計算値 とよく一致 してお D,capillary-reservoir法o')ための

全ての境界条件が満たされて葺b･,拡散係数U)測定値o'3倍顔性が確認された0

5) 制定 された溶質の拡散係数 を比叡すると,第 て図の ようにな 9,これら

の溶質元素は拡散挙動に関 して(V,Cr,Mn)と (Co,Ni)0'32つU)グル

ープに分けられる｡ これらのグル-ブは周期律表 VLおいてそれぞれFeの左 と

右に位置 してか9, 各種g)性質が互に異なってや るが,なかでも炭素に対す卑

親和力_o')違いが炭素飽和溶銑中匠おける拡散能o'3遠いと関係があるもU)と思わ

れるo
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弟 1表 炭素飽和溶銑 中の諸元素の拡散係数

一一- D-Doexp(-ED/RT)

溶 質 1溶 質 換 皮 DoXIOS ED

占.?(wPt鵠 ?(W.:.9%)
(~ezw2/sec) (cal/mol)

Cr 0.00 5.00°. 2.占7±1.L48 1~6000±2100

Mn 0.00- 4.84. 5.85±1.92 16600±1700

Co 0.95 0.00 19.4±6.4 20900±1100
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第 1図 炭素飽和溶銑中におけ る

V,Cr.lMnICo,Ni

の拡散係数の比較
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